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（
解
題
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こ
の
資
料
は
、同
志
社
大
学
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
発
見
し
た
も
の
で
、

晩
年
の
徳
富
蘇
峰
が
同
志
社
教
職
員
と
行
っ
た
懇
談
会
の
エ
ン
ピ
ツ
書
き

記
録
、
を
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。
徳
富
蘇
峰
は
同
志
社
を
戦
後
三
回
訪

れ
た
が
、
第
二
回
目
は｢

同
志
社
創
立
七
十
八
周
年
記
念
式｣

に
出
席

し
て
、
新
島
先
生
愛
用
聖
書
の
寄
贈
す
る
た
め
の
訪
問
で
あ
っ
た
。

　

一
九
五
三
年
十
一
月
二
十
七
日
、
徳
富
蘇
峰
一
行
は
、
秘
書
塩
崎
彦
市
、

次
女
徳
富
孝こ

う

子こ

（
戦
後
悲
境
の
蘇
峰
の
身
の
回
り
一
切
を
世
話
し
た
人
）

お
よ
び
看
護
婦
西
野
ヱ
イ
の
三
人
を
と
も
な
っ
て
、
午
後
七
時
過
ぎ
に
京

都
駅
に
到
着
し
た
。
翌
二
十
八
日
は
朝
十
時
か
ら
男
子
部
運
動
場
に
一
万

余
人
の
学
生
を
集
め
て
行
わ
れ
た
七
十
八
周
年
記
念
式
典
に
列
席
し
、
式

終
了
後
十
一
時
半
か
ら
十
二
時
二
十
分
ま
で
、
神
学
館
で
教
職
員
と
の
懇

談
会
を
も
っ
た
が
、
こ
の
資
料
は
そ
の
懇
談
会
の
発
言
メ
モ
で
あ
る
。

　

な
お
そ
の
後
、﹃
同
志
社
タ
イ
ム
ス
﹄
昭
和
二
八
年
一
一
月
二
八
日
に

よ
れ
ば
、
二
十
九
日
午
後
に
は
、
校
友
会
の
リ
ユ
ニ
オ
ン
に
招
か
れ
（
於
：

女
子
部
体
育
館
）、
三
時
か
ら
は
栄
光
館
で
近
世
日
本
百
年
史
完
成
記
念

講
演
会
﹃
日
本
の
過
去
、
現
在
、
未
来
﹄
を
一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
語
っ

た
。
三
十
日
朝
に
は
若
王
子
墓
地
参
拝
、
午
後
は
啓
真
館
で
開
か
れ
た
大

学
学
友
会
と
同
志
社
熊
本
県
人
会
共
催
の
歓
迎
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
に
出
席

し
、
約
一
時
間
に
わ
た
り
、
演
説
﹁
新
島
先
生
を
語
る
﹂、
と
い
う
多
忙

な
日
程
を
こ
な
し
て
、
十
二
月
一
日
十
三
時
京
都
駅
か
ら
帰
東
し
た
。

　

新
島
襄
手
澤
の
聖
書
は
、
新
島
襄
逝
去
の
際
、
蘇
峰
が
と
く
に
八
重
夫

人
に
所
望
し
て
入
手
し
て
い
た
も
の
で
、﹁
余
が
斯
書
に
対
す
る
、
実
に

先
生
に
対
す
る
が
如
し
。
巻
に
向
ふ
て
髣
髴
靄
然
た
る
徳
容
眼
中
に
入
る

を
覚
ふ
﹂（﹁
新
島
先
生
聖
書
の
記
﹂﹃
家
庭
雑
誌
﹄
明
治
二
十
六
年
五
月
）

と
あ
る
よ
う
に
、
恩
師
に
対
す
る
強
い
思
い
入
れ
も
っ
て
所
蔵
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。
聖
書
の
中
身
に
つ
い
て
は
、杉
井
六
郎
﹁
新
島
襄
手
沢
、

徳
富
蘇
峰
旧
蔵
、現
同
志
社
所
蔵　

新
島
襄
愛
用
の
聖
書
に
つ
い
て
﹂﹃
徳



徳
富
蘇
峰
と
同
志
社
教
職
員
と
の
懇
談
会
（
一
九
五
三
年
十
一
月
二
十
八
日
）

（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
四
号�

二
〇
六

一
一
四
二

富
蘇
峰
の
研
究
﹄
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
現
在
で
は
、
聖
書
の
全

頁
が
Ｐ
Ｃ
上
に
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、誰
で
も
見
る
事
が
出
来
る
。

　

こ
の
座
談
会
メ
モ
は
、
当
時
の
総
長
事
務
室
、
田
中
良
一
秘
書
課
長
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
急
い
で
書
き
止
め
ら
れ
た
形
跡
が
み
ら
れ
、

音
声
を
平
仮
名
や
カ
タ
カ
ナ
の
ま
ま
で
の
記
述
や
、
書
名
、
氏
名
の
当
て

字
、
旧
仮
名
遣
い
交
じ
り
の
表
記
法
も
混
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
採

録
に
当
た
っ
て
は
、
原
文
通
り
に
復
元
せ
ず
、
旧
字
は
新
字
に
し
、
旧
仮

名
遣
い
は
新
仮
名
遣
い
に
し
た
他
、
可
能
な
限
り
正
確
な
情
報
に
補
正
し

た
が
、
そ
れ
ら
編
集
の
文
責
は
伊
藤
彌
彦
に
あ
る
。
な
お
、
メ
モ
に
は
標

題
が
﹁
教
職
員
と
の
︱
﹂
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
新
し
く

タ
イ
ト
ル
を
付
し
て
お
い
た
。

　

文
字
の
解
読
に
当
た
っ
て
は
、
井
个
田
良
治
名
誉
教
授
、
人
文
科
学
研

究
所
田
中
智
子
先
生
、
文
学
部
小
林
丈
広
先
生
お
よ
び
社
史
資
料
セ
ン
タ

ー
布
施
智
子
資
料
調
査
員
の
ご
協
力
を
得
た
、
こ
こ
に
謝
意
を
申
し
上
げ

た
い
。

　
　
　

 

徳
富
蘇
峰
と
同
志
社
教
職
員
と
の
懇
談
会
（
一
九
五
三
年
十
一
月

二
十
八
日
）

大 

塚
︹
節
治
総
長
︺
司
会　

態
々
、
聖
書
を
渡
す
為
お
越
し
、
先
生
一
言

教
職
員
に
語
り
度
い
と
の
希
望
で
、
此
の
会
を
設
け
た
。
こ
の
時
間
が

ず
れ
た
が
、丁
度
よ
い
時
間
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
こ
の
時
間
に
き
め
た
。

　

 　

教
職
員
も
ふ
え
た
。
同
志
社
も
変
っ
た
。
新
島
先
生
の
時
代
と
変
っ

た
。
我
等
同
志
社
に
来
て
五
〇
年
の
者
も
︹
新
島
︺
先
生
を
知
ら
ぬ
、

先
輩
か
ら
も
う
少
し
き
く
必
要
が
あ
る
。

徳 

富
︹
猪
一
郎
・
蘇
峰
︺　

イ
ス
で
申
上
ぐ
る
は
失
礼
、
年
に
免
じ
て
ゆ

る
せ
。
こ
ち
ら
か
ら
申
す
よ
り
皆
さ
ん
か
ら
注
文
が
あ
れ
は
申
し
上
げ

た
い
。
し
か
し
、
近
頃
は
や
り
の
ツ
ル
シ
ア
ゲ
は
こ
ま
る
。

住 

谷
︹
悦
治
︺
経
済
学
部
部
長　

平
民
主
義
の
言
葉
は
徳
富
先
生
の
造
語

か
。

徳 

富　

た
し
か
に
私
が
製
造
し
た
。
そ
れ
で
ね
、
如
何
な
る
理
由
で
﹁
平

民
主
義
﹂
を
用
い
た
か
は
、
当
時
の
世
の
中
が
非
常
に
貴
族
趣
味
が
多

い
。
そ
れ
が
い
か
ん
。

　

 　

民
主
主
義
と
云
え
ば
、
皇
室
中
心
主
義
と
対
立
、
そ
れ
で
平
民
主
義

と
云
っ
た
。
真
意
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
あ
る
。

住 

谷　

酒
井
雄
三
郎）

1
（

氏
が
﹃
国
民
之
友
﹄
に
、
最
初
の
メ
ー
デ
ー
の
通
信

を
せ
り
。

徳 

富　

自
分
で
は
、
自
分
と
異
っ
た
意
見
の
者
と
も
親
し
く
し
た
。
故
に

親
し
い
人
と
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
ケ
ン
カ
を
し
て
い
た
。
友
人
の
中
江
篤
介

︹
中
江
兆
民
︺
と
親
し
か
っ
た
、
酒
井
と
云
う
の
は
中
江
の
門
人
。
こ

れ
は
中
江
が
困
る
程
左
の
人
。
故
に
中
江
は
﹁
コ
レ
ハ
蘇
峰
君
、
キ
ョ

ー
ト
ー
で
ね
﹂、
と
中
江
が
辟
易
し
た
。
背
の
ひ
く
い
馬
場
︹
馬
場
辰

猪
？
︺
さ
ん
の
よ
う
な
人
、
肥
前
の
人
で
ね
。
こ
の
人
は
、
独
乙
の
学

者
の
う
ち
で
、井
上︹
馨
︺侯
の
婿
で
都
筑
馨
六
が
色
々
論︹﹃
民
政
論
﹄︺

を
書
い
た
。
す
る
と
酒
井
が
﹃
排
曲
学
論
﹄︹
民
友
社
、
一
八
九
二
年
︺

と
云
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
し
た
。
こ
れ
を
出
す
の
は
西
園
寺︹
公
望
︺
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四
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公
が
手
伝
っ
た
。
西
園
寺
公
は
故
人
に
い
つ
も
加
勢
し
て
い
た
。
伊
藤

︹
博
文
︺
公
と
一
緒
に
い
た
が
、出
版
費
を
用
意
し
た
。
ポ
ケ
ッ
ト
︹
マ

ネ
ー
︺。︹
酒
井
は
︺
パ
リ
で
死
ん
だ
。
自
殺
か
あ
や
ま
ち
か
今
も
わ
か

ら
ぬ
。

住 

谷　

都
筑
氏
は
同
郷

徳 

富　

あ
の
人
は
私
が
焼
討
ち
に
あ
っ
た
時
︹
大
正
二
年
二
月
十
日
、﹁
大

正
の
政
変
﹂
時
の
第
二
回
国
民
新
聞
社
焼
打
ち
事
件
︺、
逃
げ
て
こ
い

と
云
っ
た
。
今
更
、
社
員
を
残
し
て
逃
げ
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ
。

松 

井
︹
七
郎
経
済
学
部
教
授
か
︺　

柏
木
︹
義
円
︺
翁
が
云
う
、
徳
富
先

生
が
伝
記
を
書
く
、
宗
教
的
な
面
は
不
適
、
と
云
っ
て
資
料
を
柏
木
に

や
っ
た）

2
（

。　

柏
木
は
死
ん
だ
、
書
か
ず
に
。

　

 　

徳
富
先
生
に
是
非
、
新
島
伝
を
書
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。
色
々

徳
富
先
生
が
御
書
き
に
な
る
と
世
に
ひ
ろ
く
出
た
る
と
思
う
。（
新
島

は
著
書
が
少
な
い
の
で
、
福
沢
は
多
い
）

徳 

富　

私
は
新
島
先
生
が
死
ぬ
る
時
も
、
先
生
の
伝
記
を
書
く
と
云
っ
た

位
だ
が
、
研
究
し
て
み
る
と
、
先
生
の
こ
と
は
宗
教
が
七
分
、
三
分
が

後
の
こ
と
。
そ
れ
で
私
は
宗
教
方
面
の
こ
と
に
は
書
き
た
い
こ
と
が
あ

る
が
、
私
の
宗
教
に
対
す
る
考
と
先
生
の
考
と
一
寸
ち
が
う
。

　

 

対
等
の
人
間
な
ら
自
分
の
主
張
を
書
く
が
、
先
生
の
宗
教
︹
の
︺
こ
と

を
書
く
の
は
ち
が
っ
た
意
見
で
は
書
け
ぬ
。
先
生
と
同
じ
意
見
の
人
が

書
け
ば
よ
い
と
思
っ
た
。

　

 　

モ
ル
レ
ー
卿
は
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
伝
を
書
い
た
。
宗
教
的
意
見
は

両
者
異
る
、
然
し
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
は
宗
教
が
三
分
で
政
治
が
七

分
、故
に
書
け
た
。
先
生
に
関
す
る
こ
と
は
伝
記
同
様
に
随
分
書
い
た
。

故
に
こ
れ
は
、
先
生
を
だ
ま
し
た
こ
と
に
な
ら
ぬ
。
材
料
は
い
く
ら
で

も
あ
げ
る
。

　

 　

宗
教
意
見
も
違
う
が
反
対
で
は
な
い
。
そ
の
関
係
は
ト
マ
ス
・
ア
ー

ノ
ル
ド
が
、
マ
シ
ュ
ー
・
ア
ー
ノ
ル
ド
を
尊
敬
し
た
こ
と
は
、
ラ
グ
ビ

ー
・
チ
ャ
ペ
ル
の
詩
と
同
じ
こ
と
だ
。
つ
い
で
が
あ
れ
ば
読
ん
で
ほ
し

い
。

田 

畑
︹
忍
大
学
長
・
教
育
局
長
︺　

そ
れ
を
︱
沢
山
書
か
れ
た
こ
と
を
、

ま
と
め
て
出
版
し
て
欲
し
い
。

徳 

富　

だ
れ
か
同
志
社
の
方
で
や
っ
て
下
さ
い
。（
拍
手
）

大 

塚　

新
島
先
生
は
尊
敬
の
ま
と
で
あ
る
が
、
真
に
エ
ラ
イ
と
こ
ろ
に
つ

い
て
少
し
お
き
か
せ
下
さ
い
。

徳 

富　

そ
り
や
、
こ
れ
を
話
す
と
、﹁
新
島
先
生
を
語
る
﹂
と
云
う
話
の

話
が
空
に
な
る
。
三
十
日
に
話
す
。

大 

塚　

三
十
日
の
こ
と
を
広
告
、

小 

野︹
則
秋
図
書
館
主
任
。
日
本
書
誌
学
史
の
学
者
︺。　

図
書
館
の
小
野
。

図
書
館
に
植
木
枝
盛
の
蔵
書
あ
り
。
植
木
枝
盛
と
新
島
先
生
と
関
係
が

あ
っ
た
か
、
徳
富
先
生
と
の
関
係
か
。

徳 

富　

私
が
植
木
を
引
っ
ぱ
っ
て
来
て
話
を
さ
せ
た
り
し
た
、
そ
れ
は
私

が
関
係
を
つ
け
た
︹
明
治
二
一
年
一
一
月
、
植
木
枝
盛
は
同
志
社
に
来

て
演
説
し
て
い
る
︺。
或
る
時
代
の
同
志
社
の
事
件
は
私
が
全
部
関
係

し
た
。

　

 

植
木
君
は
私
の
友
人
で
、
板
垣
︹
板
垣
退
助
︺
先
生
の
ブ
レ
イ
ン
・
ト
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一
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四
四

ラ
ス
ト
。
頭
の
進
ん
だ
男
、
陛
下
が
朕
と
云
ふ
な
ら　

お
れ
も
朕
と
云

う
。
荀
子
と
か
孟
子
の
如
き
植
子
と
云
う
本
を
つ
く
り
鼠
子
傳
︹
荘
子

傳
？
︺
を
大
変
称
揚
し
て
、
東
洋
に
於
け
る
社
会
党
の
根
本
で
あ
る
と

云
っ
た
り
し
た
。
普
通
の
人
間
か
ら
金
は
と
ら
ぬ
金
持
ち
の
み
か
ら
と

る
。

　

 　

板
垣
さ
ん
も
同
志
社
に
関
係
あ
り
。
こ
れ
は
私
で
な
く
て
新
島
先
生

が
関
係
を
付
け
た
。
私
は
新
島
先
生
の
紹
介
で
板
垣
を
知
っ
た
。

小 

野　

第
二
回
国
会
初
ま
る
と
植
木
が
ト
ツ
ゼ
ン
死
ん
だ
。
真
相
は
毒
殺

か
。

徳 

富　

そ
う
じ
ゃ
な
い
と
思
う
。︹
私
は
︺
高
知
で
植
木
氏
の
家
に
も
行

っ
た
。
当
時
の
若
い
者
の
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
た
と
思
う
。

　

 　

廃
娼
は
植
木
、
私
、
島
田
三
郎
位
か
。
長
い
演
説
を
す
る
（
上
手
で

は
な
い
が
）
長
便
所
、
仲
々
人
と
ち
が
っ
て
い
た
。
売
る
方
の
も
の
を

買
う
ん
だ
か
ら
、
廃
娼
論
者
が
買
い
に
行
っ
て
も
か
ま
わ
ぬ
。
廃
止
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
あ
る
も
の
は
買
っ
て
か
ま
わ
ぬ
、
と
云
う
よ
う
な
論

を
す
る
人
。
根
強
い
人
。

秋 

山
哲
治
︹
法
学
部
助
教
授
︺　
﹃
将
来
之
日
本
﹄
を
御
書
き
に
な
ら
れ
た

が
、
現
在
、
現
在
の
日
本
を
ど
う
見
ら
れ
ま
す
か

徳 

富　

そ
れ
は
明
日
。

住 

谷　

国
民
之
友
社
︹
民
友
社
︺
か
ら
出
た
、﹃
現
時
之
社
会
主
義
﹄︹
一

八
九
三
年
︺
は
、
先
生
か
酒
井
雄
三
郎
か
。
学
界
で
は
ま
だ
き
め
手
が

な
い
。

徳 

富　

あ
れ
は
、
平
民
叢
書
に
、
深
井
︹
英
五
︺
君
に
書
か
せ
た
。
深
井

君
は
私
の
ブ
レ
イ
ン
・
ト
ラ
ス
ト
で
ね
。
英
書
が
よ
く
読
め
た
、
私
が

一
冊
の
間
に
、
三
冊
位
よ
ん
だ
。
新
︹
刊
の
︺
英
書
は
、
深
井
に
ま
ず

読
ま
せ
、
そ
の
要
領
を
出
版
さ
せ
た
。
当
時
は
沢
山
出
し
た
。

　

 　

ロ
ー
ド
・
ブ
ラ
イ
ス
の
﹃
ア
メ
リ
カ
ン
・
コ
ン
モ
ン
ウ
エ
ル
ス
﹄
は

出
る
と
す
ぐ
私
の
方
で
と
っ
て
高
橋
五
郎
に
訳
さ
せ
て
出
し
た
。
す
る

と
三
、
四
年
後
、
鳩
山
和
夫
夫
妻
が
米
国
に
行
っ
て
エ
ー
ル
でL

L

・D

・

を
も
ら
っ
た
。
帰
っ
た
時
、
国
民
記
者
が
行
っ
て
米
国
に
何
か
変
っ
た

こ
と
が
な
い
か
と
問
う
た
が
、
米
国
に
は
近
頃
よ
い
本
が
出
来
た
﹃
ア

メ
リ
カ
ン
・
コ
ン
モ
ン
ウ
エ
ル
ス
﹄。
こ
ん
な
も
の
は
、
三
、
四
年
も

前
に
出
し
て
い
る
と
云
っ
た
。
人
見
一
太
郎
が
訳
者
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
英
語
は
下
手
。
そ
れ
で
、
高
橋
五
郎
に
訳
さ
せ
て
、
人
見

の
名
を
出
す
た
め
人
見
の
名
を
つ
か
っ
た
。

　

 　

人
見
も
何
で
も
出
来
た
人
で
、ザ
イ
イ
ツ
居
士
と
は
五
郎
君
の
こ
と
、

何
で
も
知
っ
て
い
る
人
で
、
そ
れ
で
わ
か
ら
ぬ
こ
と
は
、
こ
の
人
に
き

い
た
。

今 

谷
︹
逸
之
助
文
学
部
教
授
︺　

新
島
先
生
の
留
学
時
代
は
カ
ル
ヴ
ィ
ン

主
義
が
隆
盛
、
カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
こ
と
を
先
生
が
語
ら
れ
た
？

徳 

富　

先
生
は
仰
っ
し
ゃ
ら
ぬ
。

今 

谷　
︹
Ｗ
・
Ｓ
・
︺
ク
ラ
ー
ク
を
招
く
に
新
島
先
生
が
関
係
あ
る
か
。

徳 
富　

関
係
あ
り
。
先
生
は
ク
ラ
ー
ク
の
弟
子
な
り
。
私
が
居
る
う
ち
に

同
志
社
に
来
た
。

　

 　

ク
ラ
ー
ク
は
仕
事
帰
、　

海
上
大
学
、
船
の
中
で
大
学
を
す
る
と
云

う
考
を
も
っ
て
い
た
。
と
先
生
は
云
っ
て
お
ら
れ
た
。
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ク
ラ
ー
ク
は
も
ち
ろ
ん
、
シ
リ
︱
︹E

.T.Seelye

︺
は
も
ち
ろ
ん
、

エ
ド
ワ
ー
ド
・
パ
ー
ク
（
ア
ン
ド
バ
ア
）
の
神
学
を
先
生
は
学
ん
だ
。

波 

多
野
︹
正
雄
商
業
高
等
学
校
教
諭
、
聖
書
担
当
か
︺　

新
島
先
生
の
教

え
ら
れ
た
学
科

徳 

富　

そ
れ
こ
そ
何
で
も
。
デ
ビ
ス
の
代
数　

ガ
ノ
ー
︹A

. G
anot

︺
の

フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
ハ
ル
モ
ニ
ー
・
フ
ォ
オ
・
ゴ
ス
ペ
ル

ズ
、
そ
れ
や
も
う
教
え
ら
れ
な
い
の
は
漢
学
位
。
先
生
は
数
学
、
理
学

と
か
サ
イ
エ
ン
ス
は
大
変
好
き
。
誤
っ
て
宗
教
家
に
な
っ
た
。
エ
ン
ジ

ニ
ア
に
成
れ
ば
大
変
な
人
物
に
成
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　

 　

文
学
の
方
は
弟
の
︹
新
島
︺
双
六
が
え
ら
か
っ
た

中 

村
貢
︹
同
志
社
女
子
大
英
語
英
文
学
教
授
︺　

先
生
が
御
入
学
の
頃
の

英
語
を
教
え
た
人
は
誰
で
し
ょ
う
か
。
何
と
云
う
方
法
で
教
え
た
か
。

徳 

富　

英
語
と
云
っ
て
も
、同
志
社
に
始
め
て
行
わ
れ
た
の
は
熊
本
英
語
。

そ
れ
で
同
志
社
以
外
に
は
通
用
せ
ぬ
浮
田
︹
和
民
︺
先
生
、
そ
の
他
の

エ
ラ
イ
人
が
居
る
が
、
皆
他
に
行
っ
て
は
通
ぜ
ぬ
。
新
島
先
生
も
困
っ

た
も
の
だ
と
思
わ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
私
が
東
京
へ
行
っ
て
使
っ
て

み
た
が
さ
つ
ぱ
り
通
じ
ぬ
。
こ
れ
ば
□
□
□
の
熊
本
の　
　

　

 　
﹃
天
路
歴
程
﹄、
な
ど
は
教
科
書　

先
生
は
英
語
を
教
え
ら
れ
な
か
っ

た
。

大 

塚　

戦
争
中
私
大
を
格
下
げ
す
る
と
云
う
。
関
西
で
は
皆
格
下
げ
。　

　

同
志
社
で
も
理
事
会
で
大
学
廃
止
を　
　

蘇 

峰　

実
は
同
志
社
の
み
な
ら
ず
、私
学
も
新
聞
も
つ
ぶ
す
と
云
う
時
代
。

え
ら
い
時
代
。
桂
︹
太
郎
︺
と
云
う
人
が
居
た
が
、
桂
は
新
聞
を
自
分

の
も
の
に
す
る
︱
︱
と
云
う
こ
と
を
し
た
。
故
に
、
桂
の
如
く
せ
よ
と

東
條︹
英
機
︺に
云
っ
た
。
私
は
東
條
を
教
育
し
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
。

他
の
人
は
東
條
を
敵
と
し
た
。
私
は
東
條
を
正
し
く
導
い
た
ら
役
に
立

つ
と
思
っ
た
。
当
時
他
の
政
治
家
は
役
に
立
た
ぬ
、
東
條
教
育
の
た
め

一
冊
本
を
書
い
た
程
。
然
し
私
の
微
力
は
及
ば
な
か
っ
た
。

　

 　

戦い
く
さの

こ
と
は
、
五
百
年
の
後
の
判
定
に
ま
ち
た
い）

3
（

。
そ
れ
で
申
し
上

げ
る
こ
と
を
遠
慮
し
た
い
。
東
條
は
悪
党
で
は
な
い
が
や
っ
た
こ
と
が

間
違
っ
て
い
た
。

塩 

崎
︹
彦
市
、
蘇
峰
の
秘
書
︺　

東
條
の
秘
書
に
赤
松
︹
貞
雄
陸
軍
︺
大

佐　

こ
れ
は
私
の
親
友　

陸
相
代
理
、
電
話
で
か
ね
て
先
生
か
ら
申
出

の
あ
っ
た
同
志
社
の
こ
と）

4
（

は
承
知
し
た
と
云
う
電
話
が
あ
っ
た
。

大 

塚　

明
治
四
十
五
年
に
大
学
の
看
板
を
か
け
た
。
そ
の
背
後
に
は
徳
富

先
生
が
大
に
力
を
致
さ
れ
た
。
そ
の
い
き
さ
つ
を
。

徳 

富　

大
が
い
忘
れ
て
ね
、
折
角
で
す
が
。
そ
の
時
分
、
水
崎
基
一
と
云

う
先
生
が
居
て
、
私
の
門
人
古
谷
久
綱
、
そ
れ
等
の
同
級
生
が
最
も
働

い
た
。

　

 　

今
日
は
こ
れ
で
つ
る
し
上
げ
を
こ
ら
え
て
も
ら
い
た
い
。
私
は
新
島

先
生
の
聖
書
を
あ
げ
た
が
、
私
に
一
つ
、
机
の
上
で
あ
け
て
よ
む
聖
書

を
い
た
だ
き
度
い
。
字
が
大
き
く
て
、
読
み
よ
い
、
日
本
語
で
も
よ
い

が
英
語
で
も
よ
い
、
欲
を
云
え
ば
両
者 

（
以
上
）

（
１
）　

酒
井
雄
三
郎
（
一
八
六
〇
︱
一
九
〇
〇
）　

中
江
兆
民
の
仏
学
塾
に
学
び
、
一
八

九
〇
年
農
商
務
省
か
ら
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
派
遣
せ
れ
た
時
、
現
地
の
社
会
問
題
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運
動
に
関
心
を
寄
せ
、
評
論
記
事
を
﹃
国
民
之
友
﹄
に
送
る
。
九
二
年
帰
国
後
、

官
を
辞
し
社
会
問
題
研
究
会
を
結
成
、
再
度
渡
仏
し
、
パ
リ
で
客
死
。

　
　

 
高
野
静
子
﹃
蘇
峰
と
そ
の
時
代
︱
寄
せ
ら
れ
た
書
簡
か
ら
﹄
中
央
公
論
社
、
一
九

八
八
年
、
に
略
伝
。

（
２
）　
﹁︹
昭
和
二
年
︺
九
月
十
二
日
（
月
）　

再
ビ
国
民
新
聞
社
ニ
至
リ
徳
富
氏
ニ
面
会
、

︹
新
島
︺
先
生
伝
編
纂
ニ
付
キ
色
々
御
話
ヲ
キ
ク
、
先
生
ヲ
識
ル
ニ
ハ
先
生
御
愛
読

ノ
聖
書
ヲ
ム
ガ
ヨ
カ
ラ
ン
明
日
貸
ス
ト
ノ
コ
ト
。﹂
飯
沼
二
郎
・
片
野
真
佐
子
編
﹃
柏

木
義
円
日
記
﹄
行
路
社
、
一
九
九
八
年
、
四
一
九
頁
。

　
　
﹁
九
月
十
三
日
（
火
）　

徳
富
氏
ニ
会
ヒ
色
々
話
ヲ
キ
ヽ
、
先
生
御
手
沢
ノ
聖
書
ヲ

借
ル
。﹂
同
書
、
四
二
〇
頁

（
３
）　

一
九
四
九
年
、
徳
富
蘇
峰
は
多
磨
墓
地
の
墓
に
、﹁
百
敗
院
泡
沫
頑
蘇
居
士　

待

五
百
年
之
後
﹂
と
墓
誌
揮
毫
し
て
い
た
。
こ
の
﹁
百
敗
院
泡
沫
頑
蘇
居
士
﹂
と
い

う
戒
名
は
、
敗
戦
直
後
の
一
九
四
五
年
九
月
二
日
に
、
み
ず
か
ら
誌
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
　

尚
、
蘇
峰
が
同
志
社
英
学
校
在
学
中
に
敬
愛
し
て
い
た
漢
学
教
師
の
村
上
作
夫
は
、

南
禅
寺
天
授
庵
の
墓
に
﹁
二
百
年
後
ノ
世
界
ヲ
待
ツ
﹂
と
刻
し
て
い
た
。

（
４
）　

こ
の
蘇
峰
の
申
し
出
の
件
を
伝
え
る
資
料
が
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
見
つ
か
っ

た
。
田
中
良
一
の
手
記
﹁
蘇
峰
先
生
を
回
想
す
る
﹂
の
な
か
に
以
下
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

　
　
﹁　
　
　

五
、
東
條
政
府
と
同
志
社

　
　

 　

昭
和
十
八
、
九
年
、
国
歩
艱
難
と
共
に
、
同
志
社
の
歩
み
も
困
難
を
増
し
、
我
々

下
級
の
事
務
職
員
で
さ
え
気
持
ち
の
上
に
得
体
の
知
れ
ぬ
重
圧
を
感
ず
る
よ
う
に

成
っ
た
頃
に
は
、
同
志
社
は
蘇
峰
先
生
か
ら
一
層
御
高
配
を
蒙
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　

 　

昭
和
十
九
年
、
新
島
先
生
生
誕
百
年
の
年
を
記
念
し
て
再
び
日
比
谷
で
大
講
演

会
を
催
し
に
大
い
に
気
勢
を
上
げ
た
の
も
蘇
峰
先
生
の
主
唱
指
導
に
依
っ
た
も
の

で
あ
っ
た
し
、
更
に
そ
の
後
、
同
志
社
の
立
場
を
東
條
政
府
の
当
路
者
に
正
し
く

認
識
せ
し
む
る
た
め
、
先
生
は
自
か
ら
首
相
に
会
い
に
行
っ
て
下
さ
っ
た
。
東
條

に
は
口
で
説
明
し
て
置
く
だ
け
で
な
く
、
書
い
た
も
の
を
手
交
し
て
置
い
た
方
が

よ
い
、
と
の
先
生
の
御
注
意
で
、
牧
野
総
長
が
東
京
の
小
石
川
台
町
の
令
息
宅
で
、

同
志
社
立
学
の
精
神
と
、
同
志
社
の
邦
家
に
対
す
る
貢
献
、
現
状
を
述
べ
た
も
の

を
原
稿
用
紙
二
枚
に
起
草
さ
れ
、
神
田
のYM

C
A

投
宿
中
の
私
が
そ
れ
に
統
計
数

字
を
補
筆
し
て
清
書
し
た
も
の
を
蘇
峰
先
生
に
届
け
、
こ
れ
が
東
條
首
相
の
手
に

渡
っ
た
。

　
　

 　

後
で
聞
く
と
、
東
條
首
相
は
閣
議
中
で
あ
っ
た
が
、
蘇
峰
先
生
が
見
え
た
、
と

云
う
の
で
閣
議
を
休
憩
し
、
廊
下
で
先
生
に
会
っ
た
。（
先
生
が
何
う
云
う
言
葉
で

同
志
社
の
事
を
首
相
に
説
か
れ
た
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
な
い
が
、）
首
相
は
、

　
　

 ＂
新
島
さ
ん
の
同
志
社
に
対
し
て
何
う
の
こ
う
の
と
干
渉
が
ま
し
い
態
度
に
出
る
こ

と
は
政
府
で
も
軍
で
も
曾
つ
て
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
今
後
も
左
様

の
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
⋮
⋮
岡
部
文
部
大
臣
を
も
呼
び
ま
し
ょ
う
⋮
⋮
＂

　
　

 

と
云
っ
て
岡
部
長
景
子
爵
と
同
席
で
、
文
部
省
の
方
針
な
ど
を
語
っ
た
由
で
あ
る
。﹂
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